
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数量計算書 



当初 変更

　

不陸整正 RC-30　t=5.7cm（想定） m2 6 .

表層（車道・路肩部）
平均幅員3.0m超　t=5cm（想定）
再生密粒度As（20） m2 6

目地充填工 m 22

既設伸縮ゴム撤去工 m 22

現場発生品及び支給品運搬 片道運搬距離7.0km以下 t 0.005 想定数量

現場発生品及び支給品積込み・荷卸し t 0.005 想定数量

処分費 廃プラスチック m3 0.01 想定数量

水切り工 m 33

高欄ビーム取替工 φ60.5*2.3t*L4300　N=1本 式 1

現場発生品及び支給品運搬 片道運搬距離5.0km以下 t 0.01 想定数量

現場発生品及び支給品積込み・荷卸し t 0.01 想定数量

現場発生品処分 スクラップ　鉄　ヘビーH3 t 0.01 想定数量

排水管取付金具再設置工 箇所 4

ひび割れ補修工（低圧注入工法） 補修延べ延長25m未満の場合構造物 1

断面修復工（左官工法）
鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理を含む
修復延べ体積0.1m3未満

構造物 1

断面修復工（左官工法）
鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理を含まない
修復延べ体積0.1m3未満 構造物 1

断面修復工（左官工法）
鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理を含む
修復延べ体積0.1m3以上

構造物 1 塩分吸着型

下地処理 m2 185

含浸材塗布 シラン系表面含浸材（鉄筋腐食抑制タイプ） m2 185

橋梁補修工

ひび割れ補修工

低圧注入工法

断面修復工

左官工法

表面保護工

表面含浸工

排水管取付金具再設置

橋梁付属物工

伸縮部止水工

伸縮部止水工

橋梁保全工事

舗装工

舗装打換え工

不陸整正

表層

水切り工

水切り工

橋梁用高欄工

橋梁用高欄

排水管補修工

数　量　計　算　書

費目・工種・施工名称等 規　　　格 単位
設計数量

摘　　　要



当初 変更

数　量　計　算　書

費目・工種・施工名称等 規　　　格 単位
設計数量

摘　　　要

舗装版切断 As舗装版　舗装版厚15cm以下 m 6 t=5cm（想定）

舗装版破砕
As舗装版　障害等無し
舗装版厚15cm以下 m2 6 t=5cm（想定）

殻運搬
Co（無筋）　DID区間有り
運搬距離8.0km以下 m3 2

殻運搬
舗装版破砕　DID区間有り
運搬距離6.0km以下 m3 0.3

処分費 Co（無筋） t 4

処分費 As殻 t 0.7

吊足場
タイプA1（床面シート防護設置）
朝顔タイプB（シート張防護設置） m2 185

交通誘導警備員B 人 22

交通誘導警備員

殻運搬

殻処分

仮設工

足場工

吊足場

交通管理工

運搬処理工

構造物撤去工

構造物取壊し工

舗装版切断

舗装版破砕



ひびわれ補修工(地覆)

1.1 低圧注入工法（ひびわれ注入工）

（１） 延べ施工量

　１） エポキシ樹脂注入材3種

L ＝ ＝ m

（２） シール材

　１） エポキシ樹脂系

w ＝ mm （幅）

t ＝ mm （厚さ）

γ ＝ （比重）

(長さ) (幅) (厚さ) (t/m
3
) (kg/t)

W ＝ × × × × ＝ kg

W' ＝ W×( + ) ＝ kg

（３） 注入材

　３） エポキシ樹脂注入材3種

w ＝ mm （幅）

t ＝ mm （深さ）

γ ＝ （比重）

(長さ) (幅) (深さ) (kg/t)

W ＝ × × ×

×( + ) ＝ kg

（４） 注入器　　（低圧注入器）

N ＝ / ＝ 個19

0.98

1.40

197

0.197 1150

・設置間隔：250mm間隔

4.60 0.25

ロス率37%

ロス率37%

1 0.37

1.15

4.60 0.00098

4.60

1.60

0.60

4.60 0.030 0.002 1.60 1000 0.44

30

2

1 0.37

1

4.60



1.2 ひびわれ補修工(地覆)　数量表

深さ

t(mm)

T 地覆

1 120

2 60

3 280

4 200

5 200

6 240

7 100

小計 注入：エポキシ3種

深さ

加重

平均

0.2≦w 0.5≦w 1.0≦w 遊離石灰

＜0.5mm ＜1.0mm ≦5.0mm を伴う

　　- 　　- 　　- 　　- 　　- 　　-

　　- 　　- 　　- 　　- 　　- 　　-

　　- 0.25 1.35 3.00 　　- 　　-

　　- 　　- 　　- 　　- 　　- 　　-

　　- 　　- 　　- 　　- 　　- 　　-

　　- 　　- 　　- 　　- 　　- 　　-

合　計 　　- 0.25 1.35 3.00 　　- 　　-

　　　　　　　-

　　　　　　　-

　　　　　　　-

4.60   

合　計

　　　　　　　-

　　　　　　　-

4.60   

充填：ポリマーセメント系合計

充填：可とう性エポキシ樹脂系合計

充填：シーラント系合計

遊離石灰を伴う 合計延長 - - 　　　　-

5.0mm＜w

注入：エポキシ1種合計

注入：エポキシ2種合計

注入：エポキシ3種合計

w<0.2mm

1.0≦w≦5.0mm 合計延長 3.00   -

5.0mm<w 合計延長 　　　　- -

0.98   

-

0.2≦w＜0.5mm 合計延長 0.25   -

(注入工のみ)0.5≦w＜1.0mm 合計延長

幅 加重平均

1.35   

番号 部　位
ひびわれ 遊離石灰を伴う

1.40   1.40   

0.60   0.40   

-

197

備　　考
w(mm) L(m) L(m)

0.30   0.25   

4.60   

0.50   0.95   

1.00   0.50   

1.00   0.25   

1.20   0.85   



断面修復工（左官工法）（橋台、伸縮装置）

断面修復深さは以下の通りとする。

・A1橋台　現地調査結果による

・A2橋台　50mm（鉄筋かぶり一般値）+13mm（推定鉄筋径）+余裕10mm＝73mm⇒75mm

※損傷は部分的であり、鉄筋の著しい腐食は確認できないため、全ての鉄筋を出す必要は無いと判断する。

・伸縮装置後打ちCoは無筋構造物のため、断面修復深さは30mmとする。

2.1 左官工法

（１） 延べ施工量

　１） ポリマーセメントモルタル　鉄筋ケレン・防錆処理を含む

v1 ＝ ＝ m
3

v2 ＝ × ＝ m
3

∑V＝ m
3

　２） ポリマーセメントモルタル　鉄筋ケレン・防錆処理を含まない

v1 ＝ ＝ m3

v2 ＝ × ＝ m3

∑V＝ m3

2.2 殻運搬

（１） コンクリート構造物

V ＝ ＋ ＝ m3

※ 殻数量は、断面修復数量と同量と想定した。

2.3 殻処分　　（Co（無筋））

V ＝ ＝ m
3

W ＝ × t/m3 ＝ t

0.059

0.059 0.18 0.011

ロス率18% 0.070

0.059

0.100

2.35

0.100

0.007

0.041

2

0.059

0.048

0.100

0.100

0.235

0.041

ロス率18%

0.041 0.18

0.041



2.4 断面修復工（左官工法）（橋台、伸縮装置）　数量表

補修深さ 補修体積

（ m ） （ m3 ）
Da A1橋台

1 0.30 × 0.45 0.140 0.0189

2 0.30 × 0.80 0.150 0.0360

小計 0.0549 ケレン・防錆:有

Da A2橋台

4 0.20 × 0.30 0.075 0.0045

小計 0.0045 ケレン・防錆:有

De 伸縮装置

1 0.90 × 0.15 0.030 0.0041

2 0.50 × 0.10 0.030 0.0015

3 2.30 × 0.16 0.030 0.0110

4 0.40 × 0.10 0.030 0.0012

5 0.50 × 0.10 0.030 0.0015

6 0.50 × 0.10 0.030 0.0015

7 0.30 × 0.10 0.030 0.0009

8 0.90 × 0.10 0.030 0.0027

9 0.30 × 0.10 0.030 0.0009

10 3.20 × 0.16 0.030 0.0154

小計 0.0407 ケレン・防錆:無

0.059

0.041

合計 0.100

備　考

鉄筋ケレン・防錆処理を含む合計

鉄筋ケレン・防錆処理を含まない合計

番号 部　位
形 状 ・ 寸 法
（ m × m ）



断面修復工（左官工法　塩分吸着型）（主桁、横桁、床版、地覆）

補修深さは以下による

 ・主桁　27.1mm（鉄筋探査：配力鉄筋かぶり）＋10mm（推定鉄筋径）+余裕10mm＝47.1mm⇒50mm

※損傷は部分的であり、主筋には著しい腐食は無いと推測するため、はつり深さは配力筋の裏まで必要と考える。

・横桁　50.0mm（主鉄筋かぶり）+10mm（推定鉄筋径）+余裕10mm＝70mm

※損傷は全体的であり、腐食も著しいため、主筋も腐食していると推測し、はつり深さは主筋の裏まで必要と考える。

・床版　32.0mm（配力鉄筋かぶり）+10mm（推定鉄筋径）+余裕10mm＝52mm⇒55mm

 ※損傷は全体的であり、鉄筋露出部かぶり厚調査より、主筋、配力筋ともに腐食が著しいため、はつり深さは

配力筋の裏まで必要と考える。

・地覆　30mm（鉄筋かぶり一般値）+13mm（推定鉄筋径）+余裕10mm＝53mm⇒55mm

※鉄筋の腐食膨張が原因と推察されるが、小規模な損傷であるため、全ての鉄筋を出す必要は無いと考える

3.1 左官工法

・塩化物イオン含有量：3.71kg/m3（試験結果より）

（１） 延べ施工量

　１） 塩分吸着材含有防錆モルタル

鉄筋ケレン・防錆処理を含む

v1 ＝ ＝ m
3

v2 ＝ × ＝ m
3

∑V＝ m
3

3.2 防錆ペースト

（１） 塩分吸着材含有防錆ペースト（塗布厚：1mm）

(補修面積） (塗布厚） (ロス率10％）(補正係数）

V ＝ × × × ＝ m
3

(鉄筋裏まではつる）

3.3 殻運搬

（１） コンクリート構造物

V ＝ ＝ m
3

※ 殻数量は、断面修復数量と同量と想定した。

3.4 殻処分（Co（無筋））

V ＝ ＝ m3

W ＝ × t/m
3 ＝ t

29.265 0.001 1.10 1.35

3

1.678

1.846

1.678

ロス率10%

1.678 0.10 0.168

1.678

0.043

1.678 2.35

1.678

3.943

1.678

1.678



3.5 断面修復工 塩分吸着型　数量表

補修面積 補修深さ 補修体積

（ m2 ） （ m ） （ m3 ）
Dm 主桁

1 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

2 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

3 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

4 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

5 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

6 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

7 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

8 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

9 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

10 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

11 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

12 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

13 0.20 × 0.10 0.020 0.050 0.0010

14 0.10 × 0.30 0.030 0.050 0.0015

15 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

16 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

17 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

18 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

19 0.15 × 0.15 0.023 0.050 0.0011

20 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

21 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

22 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

23 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

24 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

25 0.05 × 0.30 0.015 0.050 0.0008

26 0.05 × 0.15 0.008 0.050 0.0004

27 0.15 × 0.50 0.075 0.050 0.0038

28 0.10 × 0.20 0.020 0.050 0.0010

29 0.15 × 0.35 0.053 0.050 0.0026

30 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

31 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

32 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

33 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

34 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

35 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

36 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

37 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

38 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

39 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

40 0.10 × 0.20 0.020 0.050 0.0010

41 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

42 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

43 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

44 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

45 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

46 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

47 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

48 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

49 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

50 0.10 × 0.20 0.020 0.050 0.0010

番号 部　位
形 状 ・ 寸 法

備　考
（ m × m ）



補修面積 補修深さ 補修体積

（ m2 ） （ m ） （ m3 ）
番号 部　位

形 状 ・ 寸 法
備　考

（ m × m ）
51 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

52 0.10 × 0.10 0.010 0.050 0.0005

小計 0.704 0.0352 10kg/m3未満

Dc 横桁

1 0.20 × 0.30 0.060 0.070 0.0042

2 0.30 × 0.60 0.180 0.070 0.0126

3 0.40 × 0.30 0.120 0.070 0.0084

4 0.20 × 0.20 0.040 0.070 0.0028

5 0.15 × 0.15 0.023 0.070 0.0016

6 0.10 × 0.10 0.010 0.070 0.0007

7 0.25 × 0.25 0.063 0.070 0.0044

8 0.15 × 0.15 0.023 0.070 0.0016

9 0.15 × 0.15 0.023 0.070 0.0016

10 0.65 × 0.65 0.423 0.070 0.0296

11 0.70 × 0.20 0.140 0.070 0.0098

12 0.50 × 0.50 0.250 0.070 0.0175

13 0.30 × 0.15 0.045 0.070 0.0032

14 0.20 × 0.45 0.090 0.070 0.0063

15 0.50 × 0.35 0.175 0.070 0.0123

16 0.15 × 0.15 0.023 0.070 0.0016

17 0.20 × 0.10 0.020 0.070 0.0014

18 0.20 × 0.15 0.030 0.070 0.0021

19 0.30 × 0.35 0.105 0.070 0.0074

20 0.25 × 0.25 0.063 0.070 0.0044

21 0.15 × 0.15 0.023 0.070 0.0016

22 0.35 × 0.15 0.053 0.070 0.0037

23 0.25 × 0.35 0.088 0.070 0.0061

24 0.25 × 0.20 0.050 0.070 0.0035

25 0.50 × 0.45 0.225 0.070 0.0158

26 0.15 × 0.15 0.023 0.070 0.0016

27 0.50 × 0.50 0.250 0.070 0.0175

28 0.20 × 0.15 0.030 0.070 0.0021

29 0.50 × 0.45 0.225 0.070 0.0158

30 0.20 × 0.20 0.040 0.070 0.0028

31 0.70 × 0.70 0.490 0.070 0.0343

32 0.25 × 0.25 0.063 0.070 0.0044

33 0.40 × 0.20 0.080 0.070 0.0056

34 0.70 × 0.70 0.490 0.070 0.0343

35 0.20 × 0.40 0.080 0.070 0.0056

36 0.10 × 0.10 0.010 0.070 0.0007

37 0.30 × 0.25 0.075 0.070 0.0053

38 0.30 × 0.25 0.075 0.070 0.0053

39 0.30 × 0.25 0.075 0.070 0.0053

40 0.70 × 0.35 0.245 0.070 0.0172

41 0.35 × 0.15 0.053 0.070 0.0037

42 0.20 × 0.20 0.040 0.070 0.0028

小計 4.689 0.3285 10kg/m3未満



補修面積 補修深さ 補修体積

（ m2 ） （ m ） （ m3 ）
番号 部　位

形 状 ・ 寸 法
備　考

（ m × m ）
D 床版

1 0.30 × 1.40 0.420 0.055 0.0231

2 0.30 × 0.60 0.180 0.055 0.0099

3 0.30 × 0.20 0.060 0.055 0.0033

4 0.30 × 0.50 0.150 0.055 0.0083

5 0.25 × 0.15 0.038 0.055 0.0021

6 0.30 × 1.30 0.390 0.055 0.0215

7 0.30 × 7.60 2.280 0.055 0.1254

8 0.30 × 0.30 0.090 0.055 0.0050

9 0.30 × 0.20 0.060 0.055 0.0033

10 0.30 × 1.10 0.330 0.055 0.0182

11 0.30 × 0.20 0.060 0.055 0.0033

12 0.30 × 0.20 0.060 0.055 0.0033

13 0.30 × 0.10 0.030 0.055 0.0017

14 0.30 × 0.20 0.060 0.055 0.0033

15 0.30 × 0.20 0.060 0.055 0.0033

16 0.30 × 0.20 0.060 0.055 0.0033

17 0.30 × 0.50 0.150 0.055 0.0083

18 0.30 × 2.10 0.630 0.055 0.0347

19 0.30 × 3.50 1.050 0.055 0.0578

20 0.30 × 0.70 0.210 0.055 0.0116

21 0.30 × 0.25 0.075 0.055 0.0041

22 0.30 × 0.25 0.075 0.055 0.0041

23 0.30 × 7.60 2.280 0.055 0.1254

24 0.30 × 0.20 0.060 0.055 0.0033

25 0.30 × 2.20 0.660 0.055 0.0363

26 0.30 × 7.60 2.280 0.055 0.1254

27 0.30 × 1.60 0.480 0.055 0.0264

28 0.30 × 0.25 0.075 0.055 0.0041

29 0.30 × 0.50 0.150 0.055 0.0083

30 0.30 × 1.10 0.330 0.055 0.0182

31 0.30 × 2.40 0.720 0.055 0.0396

32 0.30 × 1.50 0.450 0.055 0.0248

33 0.30 × 0.20 0.060 0.055 0.0033

34 0.30 × 0.20 0.060 0.055 0.0033

35 0.30 × 0.30 0.090 0.055 0.0050

36 0.30 × 0.20 0.060 0.055 0.0033

37 0.30 × 0.20 0.060 0.055 0.0033

38 0.30 × 2.00 0.600 0.055 0.0330

39 0.30 × 0.30 0.090 0.055 0.0050

40 0.30 × 1.20 0.360 0.055 0.0198

41 0.30 × 0.50 0.150 0.055 0.0083

42 0.30 × 0.30 0.090 0.055 0.0050

43 0.30 × 0.20 0.060 0.055 0.0033

44 0.30 × 0.40 0.120 0.055 0.0066

45 0.30 × 0.70 0.210 0.055 0.0116

46 0.30 × 2.50 0.750 0.055 0.0413

47 0.30 × 0.20 0.060 0.055 0.0033

48 0.30 × 0.20 0.060 0.055 0.0033

49 0.30 × 1.30 0.390 0.055 0.0215

50 0.30 × 0.50 0.150 0.055 0.0083



補修面積 補修深さ 補修体積

（ m2 ） （ m ） （ m3 ）
番号 部　位

形 状 ・ 寸 法
備　考

（ m × m ）
51 0.30 × 1.00 0.300 0.055 0.0165

52 0.30 × 0.25 0.075 0.055 0.0041

53 0.30 × 0.30 0.090 0.055 0.0050

54 0.30 × 0.70 0.210 0.055 0.0116

55 0.30 × 1.30 0.390 0.055 0.0215

56 0.30 × 1.00 0.300 0.055 0.0165

57 0.30 × 0.10 0.030 0.055 0.0017

58 0.30 × 0.70 0.210 0.055 0.0116

59 0.30 × 0.20 0.060 0.055 0.0033

60 0.30 × 5.10 1.530 0.055 0.0842

61 0.30 × 0.40 0.120 0.055 0.0066

62 0.30 × 5.10 1.530 0.055 0.0842

63 0.10 × 0.10 0.010 0.055 0.0006

64 0.30 × 0.90 0.270 0.055 0.0149

小計 22.548 1.2415 10kg/m3未満

Df 地覆

1 0.165 × 0.50 0.083 0.055 0.0045

2 0.165 × 0.20 0.033 0.055 0.0018

3 0.165 × 2.00 0.330 0.055 0.0182

4 0.165 × 0.15 0.025 0.055 0.0014

5 0.165 × 1.00 0.165 0.055 0.0091

6 0.165 × 0.80 0.132 0.055 0.0073

7 0.165 × 0.45 0.074 0.055 0.0041

8 0.165 × 0.20 0.033 0.055 0.0018

9 0.165 × 0.20 0.033 0.055 0.0018

10 0.165 × 1.30 0.215 0.055 0.0118

11 0.165 × 0.10 0.017 0.055 0.0010

12 0.165 × 0.10 0.017 0.055 0.0010

13 0.165 × 0.10 0.017 0.055 0.0010

14 0.165 × 0.10 0.017 0.055 0.0010

15 0.165 × 0.10 0.017 0.055 0.0010

16 0.165 × 0.60 0.099 0.055 0.0054

17 0.165 × 0.10 0.017 0.055 0.0010

小計 1.324 0.0732 10kg/m3未満

10kg/m3未満 合計 29.265 1.678

10kg/m3以上 合計



表面保護工（表面含浸工）

4.1 表面含浸工　　（シラン系表面含浸材（鉄筋腐食抑制タイプ））

（１） 下地処理　　（サンダーケレン）

A ＝ ＝ m2

（２） 含浸材塗布工　　（シラン系表面含浸材（鉄筋腐食抑制タイプ））

A ＝ ＝ m
2

（３） 含浸材　　（シラン系表面含浸材（鉄筋腐食抑制タイプ））

v1 ＝ × ℓ/ m
2 ＝ ℓ

標準使用量

v2 ＝ × ＝ ℓ

∑W ＝ ℓ

※60m2あたり

v1 ＝ × ℓ/ m
2 ＝ ℓ

標準使用量

v2 ＝ × ＝ ℓ

∑W ＝ ℓロス率10% 39.600

60.000 0.60 36.000

36.000 0.10 3.600

184.888

4

122.026ロス率10%

184.888

110.933

184.888 0.60 110.933

184.888

0.10 11.093

184.888



4.2 表面保護工　数量表

面積

（m2）
P 主桁・床版

1 0.263 × 16.540 2 8.700

2 - 0.450 × 0.162 6 -0.437

3 0.856 × 7.595 22 143.029

4 - π/4 × 0.114 ² 4 -0.041

小計 151.251

P 横桁

1 1/2 ×( 0.300 + 0.850 )× 0.041 44 1.037

2 0.420 × 0.850 44 15.708

3 1/2 ×( 0.850 + 0.650 )× 0.100 44 3.300

4 0.183 × 0.650 22 2.617

5 1/2 ×( 0.420 + 0.535 )× 0.100 8 0.382

6 1/2 ×( 0.535 + 0.544 )× 0.060 8 0.259

7 0.450 × 0.060 6 0.162

8 0.450 × 0.650 11 3.218

9 0.450 × 0.554 6 1.496

小計 28.179

P 地覆

1 0.165 × 16.540 2 5.458

小計 5.458

合計 184.888

備　考
（ m ）

番号 部　位
形　状　・　寸　法

個数



舗装版切断

5.1 舗装版切断（アスファルト舗装版、舗装版厚15cm以下）

（１） （左岸側）（t=5cm（想定））

L1 ＝ + ＝ m

舗装版破砕

6.1 舗装版破砕（アスファルト舗装版、障害なし、舗装厚15cm以下 ）

（１） アスファルト舗装、t=5cm（平均）（想定））

(左岸側)

A2 ＝ × ＝ m
2

6.2 殻運搬（アスファルト殻）

（１） 舗装版破砕、機械積込

（厚さ）

V ＝ × ＝ m3

6.3 殻処分（As殻）

V ＝ ＝ m3

W ＝ × t/m
3 ＝ t

5.775

6

5.250 1.100

0.2895.775 0.050

0.289 2.35 0.679

0.289 0.289

6.350

5

5.250 1.100

14244

14181

A1 A2

De2

De1

De3

De4

De5

De6

De8

De9

De10

De7

伸縮部止水工
L=7500

伸縮部止水工
L=7500

舗装版切断工
L=5250

舗装版破砕工
A=5.775㎡

排水管取付金具再設置
N=1箇所

排水管取付金具再設置
N=1箇所

排水管取付金具再設置
N=1箇所

排水管取付金具再設置
N=1箇所

区画線工(実線・白線・15cm)
L=1100

区画線工(実線・白線・15cm)
L=1100

舗装版切断工
L=1100

路盤不陸整正工

伸縮部止水工
L=1800

伸縮部止水工
L=1800

伸縮部止水工
L=1800

伸縮部止水工
L=1800

平面図

30 30

1
15

00

7
50

0

52
50

11001
80
0

1
80

0

1
80
0

1
80

0



舗装工

7.1 表層（車道・路肩部）　　（再生密粒度As（20）、t=5cm（想定））

左岸側

A2 ＝ × ＝ m
2

7.2 路盤不陸整正（A2橋台 背面部）　　（RC-30、t=5.7cm（想定））

左岸側

A2 ＝ × ＝ m
25.7755.250 1.100

5.775

7

5.250 1.100

14244

14181

A1 A2

De2

De1

De3

De4

De5

De6

De8

De9

De10

De7

伸縮部止水工
L=7500

伸縮部止水工
L=7500

舗装版切断工
L=5250

舗装版破砕工
A=5.775㎡

排水管取付金具再設置
N=1箇所

排水管取付金具再設置
N=1箇所

排水管取付金具再設置
N=1箇所

排水管取付金具再設置
N=1箇所

区画線工(実線・白線・15cm)
L=1100

区画線工(実線・白線・15cm)
L=1100

舗装版切断工
L=1100

路盤不陸整正工

伸縮部止水工
L=1800

伸縮部止水工
L=1800

伸縮部止水工
L=1800

伸縮部止水工
L=1800

平面図

30 30

1
15

00

7
50

0

52
50

11001
80
0

1
80

0

1
80
0

1
80

0



伸縮部止水工(伸縮)

8.1 目地材充填　　（ポリブタジエン系樹脂）

（１） 幅30mm×深さ35mm

L1 ＝ × + × ＝ m

v1 ＝ × × × ＝ ℓ

v2 ＝ × ＝ ℓ

∑v ＝ ℓ

※10mあたり

v1 ＝ × × × ＝ ℓ

v2 ＝ × ＝ ℓ

∑v ＝ ℓ

8.2 プライマー

（１） 深さ35mm

A1 ＝ × × × ＝ ml

A2 ＝ × ＝ ml

∑A ＝ ml

※10mあたり

A1 ＝ × × × ＝ ml

A2 ＝ × ＝ ml

∑A ＝ ml

8.3 バックアップ材　　（ウレタンフォーム）

（１） 幅30mm×厚さ35mm

L ＝ ＝ m

8.4 既設伸縮ゴム撤去

L ＝ × + × ＝ m

現場発生品運搬

W ＝ ÷ ＝ t

廃プラスチック処分

V ＝ ÷ ＝ m3

ml/m
2 105.000

22.200 22.200

8

7.500 2 1.800 4

1.575

ロス率15% 12.075

(深さ) (使用量)

233.100

34.965

ロス率15% 268.065

22.200 0.030 0.035 1000 ℓ/m
3

22.200

ロス率15% 26.807

(幅) (深さ)

23.310

22.200 0.035 2 150 ml/m
2

23.310 0.15 3.497

(深さ) (使用量)

(幅) (深さ)

10.000 0.030 0.035 1000 ℓ/m3 10.500

10.500 0.15

233.100 0.15

22.2007.500 2 1.800 4

10.000 0.035 2 150

0.005

1,000

（想定数量）

0.35

※換算係数

0.01

（想定数量）

15.750

ロス率15% 120.750

5.000 0.005

105.000 0.15



水切り工

9.1 後付け型水切り材（EPDM系ゴム製水切り材　W25×H20mm）

L ＝ + ＝ m

※地覆詳細図（その2）より

33.080

9

(上流側) (下流側)

16.540 16.540



高欄ビーム取替工

10.1 高欄ビーム取替え

L ＝ ＝ m

現場発生品運搬

W ＝ × ÷ ＝ t

金属くず処分　（スクラップ、ヘビーH3）

W ＝ ＝ t

4.300

10

4.300

（想定数量）

（想定数量）※単位質量（kg/m）

4.300 3.30 0.01

0.01

1,000

A1 A2

右岸側 左岸側

側面図

水路壁

水路壁

30 桁長16540 30

300 300

橋長16600

支間長16000

高欄ビーム取替

L=4.3m

止めピン N=3箇



排水管補修工

11.1 取付金具設置

N ＝ ＝ 箇所4

11

4

14244

14181

A1 A2

De2

De1

De3

De4

De5

De6

De8

De9

De10

De7

伸縮部止水工
L=7500

伸縮部止水工
L=7500

舗装版切断工
L=5250

舗装版破砕工
A=5.775㎡

排水管取付金具再設置
N=1箇所

排水管取付金具再設置
N=1箇所

排水管取付金具再設置
N=1箇所

排水管取付金具再設置
N=1箇所

区画線工(実線・白線・15cm)
L=1100

区画線工(実線・白線・15cm)
L=1100

舗装版切断工
L=1100

路盤不陸整正工

伸縮部止水工
L=1800

伸縮部止水工
L=1800

伸縮部止水工
L=1800

伸縮部止水工
L=1800

平面図

30 30

11
5
00

7
50

0

5
25
0

110018
00

18
00

18
00

18
00



運搬処理工

12.1 殻運搬

（１） コンクリート構造物

　１） 断面修復工（左官工法）（橋台、伸縮装置）

V ＝ ＝ m
3

　２） 断面修復工（左官工法　塩分吸着型）（主桁、横桁、床版、地覆）

V ＝ ＝ m3

ΣV＝ m
3

（２） アスファルト殻

　１） 殻運搬（舗装版破砕）

V ＝ ＝ m
3

12.2 殻処分　　（がれき類）

（１） コンクリート殻

V ＝ ＝ m3

W ＝ × t/m
3 ＝ t

（２） アスファルト殻

V ＝ ＝ m3

W ＝ × t/m
3 ＝ t

12

0.100 0.100

1.678 1.678

1.778

0.289

1.778 1.778

0.289

0.289 2.35 0.679

1.778 2.35 4.178

0.289 0.289



仮設足場工

13.1 吊足場

（１） 吊足場　　（typeA、 桁高h<1.5）

A ＝ × ＝ m
2

（２） 床面シート張防護　　（床面シート張防護設置時）

A ＝ ＝ m2

13.2 朝顔

（１） 朝顔　　（typeB）

A ＝ × ＝ m
2

（２） シート張防護　　（シート張防護設置時）

A ＝ ＝ m2184.500184.500

184.500

184.500

184.50015.000 12.300

15.000 12.300

13

184.500


